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研究成果の概要（和文）： 本科研は、国立極東大学(1920-1939)及び当時の極東ロシアの日本学を考察し、アーカイブ
ス資料に基づき、同時代の極東ロシアの実践的東洋学の意義と役割を改めて位置づけるように努めた。1930年代のロシ
アにおける大テロルの時代に粛清されたロシアの日本学者についての歪曲された事実を発掘し、ロシアの日本学史に大
きな功績と持つ代表的な学者を始め、民間の研究者に至るまで、極東ロシアの日本学の知られざるページを究明した。
　本研究の成果は、2014年9月25日、大阪大学大学院言語文化研究科と極東連邦大学の地域国際研究スクール共催の国
際シンポジウム「極東ロシアの東洋学：歴史・現代・将来」で公表された。

研究成果の概要（英文）： This research was dedicated to the practice of Japanese Studies in the Russian 
Far East in 1920-1939. It was mainly based on the exploration of a variety of archival materials. 
International group of researchers managed to shed a new light on the fate of Russian Orientalists in the 
era of mass terror in Russia in 1930s, and to assess the value of the their works.
 The results of this study were presented at the International Conference "Oriental Studies in the 
Russian Far East: Past, Present and Future” held in the Far Eastern Federal University (Russia) on 
September 25, 2014.

研究分野： 日本学史に関する地域的研究
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１．研究開始当初の背景 
  ロシアの日本学の水準は極めて高いもの
であるとよく言われるが、その根底を作った
のは、サンクトペテルブルグ大学の東洋学部
とウラジオストクの東洋学院である。本科研
チームは、100 年以上にわたる極東ロシアの
日本学の全貌を明らかにすべく、科学研究費
の助成を受けて（平成 17～20 年、基盤研究
（Ｂ）「ロシア東洋学院における日本学の研
究」）、日露の共同研究により東洋学院の教
育・研究著作のデータベース化を行った。そ
の過程で極東ロシアの日本学の歴史的意義
を再確認し、世界の日本学の中でそれを改め
て位置づけるには、東洋学院（1899-1920）
の後継組織として設立された国立極東大学
(1920-1939、1930 年代には極東国立大学と
も言及あり)の実態を明らかにすることが不
可欠であるという認識に至った。 
 国立極東大学は東洋学院の伝統を受け継
ぎ、質の高い日本研究や日本語教育を行った
が、大テロルの時代（1937～1938）には軍事
拠点であったウラジオストクの日本学者の
ほとんどが日本のスパイとの嫌疑をかけら
れ、粛清され、国立極東大学は閉鎖された。
その間の歴史的事情はどのようなものであ
ったのだろうか。また、そうした経緯はロシ
アの日本学にどのような影響を与えたであ
ろうか。そうした問題を考えつつ、粛清で歪
曲された事実を発掘し、中断された学問的伝
統の究明に取り組むことは、極めて重要であ
ることを理解した。このような研究を実施す
ることにより、世界の日本学における極東ロ
シアの日本学の特徴、その意義と役割を明ら
かにし、20 世紀前半の複雑な日露関係におけ
る政治と学知編成の関連性も把握すること
ができるではないかという認識は、本研究の
出発点であった。 
 
２．研究の目的 
  本研究は、東洋学院から実践的日本学の伝
統を受け継ぎ、20 年近く存続した後、1939
年にソビエト政府により閉鎖された国立極
東大学における日本学に焦点を当てつつ、亡
命ロシア人日本学者の活躍をもふくめ、極東
ロシアにおける日本学の全貌を、当時の日露
関係のコンテクストの中で明らかにするこ
とを目的とした。特に、ソビエト国家による
テロルの犠牲者となった極東ロシアの多く
の日本研究者の運命を、当時のソ連の内政と
外政を背景に考察し、国立極東大学の閉鎖直
前に「日本のスパイ組織に加わった」として
射殺され、歴史から抹殺された多くの日本学
者たちの学問的業績を発掘すると共に、彼ら
の日露交流史への貢献を評価することで、極
東におけるソ連の内外政策と日本学の実態
との関連性を明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 1920～30 年代の極東ロシア（ソ連）の日本
学者の活躍を明らかにし、その教育・研究活

動を改めて位置づけるために、以下の作業を
推進した。 
① 日本、ロシア、中国（ハルビン）の図

書館、アーカイブス、外務省外交資料
館などの資料を体系的に分析し、極東
ロシアの日本学者の人生と活躍に焦点
を当て、その教育・研究著作のデータ
ベースを改正した。 

② ロシアの東洋学史を背景に国立極東大
学の教員と卒業生により執筆された著
作を分析し、国立極東大学とその他の
ロシアの教育・研究施設における日本
語教育システム及び日本学的研究の分
析を行った。 

③ アーカイブスの資料、1920～30 年代に
極東ロシアで刊行された学術雑誌、国
立極東大学の教材、授業のシラバス、
国立極東大学の教授会議事録などの分
析に基づいて極東ロシアの日本学者の
活躍、国立極東大学における日本語教
育システム、同大の教員と学生による
教育・研究活動をロシアの東洋学史及
び日ソ関係のコンテクストの中で評価
した。 

 方法論としては、史料の体系的分析のほか、
教育システムや教材の比較分析、日露関係を
考察するにあたり政治学的分析及び社会心
理学的分析が適用された。 
 
４．研究成果 
  本科研チームは、極東連邦大学等の研究者
との協力の下で、極東ロシアの最初の大学で
ある東洋学院の後継組織となった国立極東
大学(極東国立大学)及び当時の極東ロシア
の日本学の行方を考察し、 ウラジオストク、 
ハバロフスク、 サンクトペテルブルグ等の
アーカイブス資料に基づき、 日露（日ソ）
政治・文化・外交関係を背景に、同時代の極
東ロシアの実践的東洋学の意義と役割を著
作分析等実証的な事実に基づいて評価する
ように努め、以下のことを明らかにした。 
 19 世紀末に設立された東洋学院は、ロシア
の日本学だけでなく、世界の日本学乃至東洋
学的研究をリードする教育・研究機関であっ
たが、国立極東大学時代には、東洋学院の実
践的日本学の伝統が継承され、日本語教育や
日本学的研究において 1920 年代の後半まで
高い水準を維持することができたが、ソ連政
府の極東地域大学教育政策の結果、1930 年代
からは、特に理論的な分野では世界的な日本
学どころか、欧部ロシア（サンクトペテルブ
ルグ・モスクワ）の日本学に比べて目立って
立ち遅れるようになった。 
  特に、1920 年代に 2 回（1923,1929）実施
された大学教育の再編成は、国立極東大学の
日本学に悪影響を与えた。E.G.スパルヴィン
のような親日的な日本学者は、日ソ交流に大
きな貢献をし、日ソ関係改善に努めたが、北
東アジアにおける日ソ 対立が強まれば、A.
レイフェルトや N.マツォキンのような有能



な日本研究者は、日ソ政治対決や情報活動に
巻き込まれ、その専門的な知識は、諜報機関
によって使用されたとも言える。   
 結果的に 1930 年代後半のソ連における大
テロルの時代に極東ロシアの多くの日本学
者が粛清の対象となり、1939 年の国立極東大
学閉鎖と共に極東ロシア(ソ連)における日
本学史の二つの大きな時期（①東洋学院時代、
②国立極東大学時代）はその終焉を迎える。 
 本研究の中で、ロシアの日本学史に大きな
功績と持つ E.スパルヴィン、 K.ハルヌスキ
ー、 N.マツォキンといった代表的な学者を
始め、 民間の研究者に至るまで、 網羅的に
取扱い、 極東ロシアの日本学の多くの知ら
れざるページを明らかにした。 1930 年代の
日本の新聞での A.レイフェルトの活躍にか
かわる新資料、 ロシア科学アカデミー歴史
考古学民俗学研究所のアーカイブスで発見
された K.A. ハルンスキー夫人である
E.R.Gromakovskaya-Kharnskaya の回想記の
下書き、 E.スパルヴィン博士のイニシアチ
ブにより国立極東大学の東洋学部が刊行し
た雑誌『東洋スタジオ』の出版、あるいは外
交官としての同氏の活躍に関する新資料の
分析により、当時の極東ロシアの日本学及び
日露の政治・文化・外交関係への新しい視座
が得られた。 これらの新資料や論考の出版
を通して、 極東ロシアの日本学の全ロシア
的、 さらには全世界的な意義・役割が明ら
かになったと思われる。 
  本研究の成果は、 2014 年 9 月 25 日、 大
阪大学大学院言語文化研究科と極東連邦大
学地域国際研究スクール共催の国際シンポ
ジウム 「極東ロシアの東洋学：歴史・現代・
将来」 で公表され、現代極東ロシアの東洋
学に関する問題解決にも寄与したと言える。 
  このように、 中央から遠く離れた極東と
いう地で行われていた学問の状況を検討す
ることによって、 学問研究の自立性・地域
的特性等の一般的問題にも知見が得られた。 
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